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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】スマートフォンに装着して、安定して支持出来
るように工夫をしたものを提供する。
【解決手段】スマートフォンに装着可能なケース本体部
３と、該ケース本体部３の背面の中央部分に、長辺方向
に対して垂直に指先挿入口７を形成し得る、所定の弾性
を備えたゴム材から形成された支持部１とを備え、使用
者の人差し指または中指のいずれかの指一本の指先だけ
を入れて支持することにより、親指を使って前記スマー
トフォンの画面上を簡単に操作が出来るようになる片手
で操作可能なスマートフォンケース４によって達成され
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スマートフォンに装着可能なケース本体部と、該ケース本体部の背面の中央部分に、長
辺方向に対して垂直に指先挿入口を形成し得る、所定の弾性を備えたゴム材から形成され
た支持部とを備え、使用者の人差し指または中指のいずれかの指一本の指先だけを入れて
支持することにより、親指を使って前記スマートフォンの画面上を簡単に操作が出来るよ
うになる片手で操作可能なスマートフォンケース。
【請求項２】
　前記支持部はケース本体と一体化された請求項１に記載のスマートフォンケース。
【請求項３】
　前記支持部は、リング状または筒状の穴に人差し指または中指の指先が入る穴を有し、
その形状は立体的な装飾が施されている請求項１または２に記載のスマートフォンケース
。
【請求項４】
　前記支持部は、弾性を備えて人差し指または中指の外周を固定する一方、前記スマート
フォンを前記支持部を下側にして置いたときに、スマートフォンの重量によっては完全に
は弾性変形することなく前記スマートフォンの側面を親指と人差し指で把持できる把持用
空間が設けられる請求項１～３のいずれか一つに記載のスマートフォンケース。
【請求項５】
　スマートフォンの本体の裏面側に脱着可能な接着面を備えた接着片とこの接着片におい
て、前記接着面と反対側の面に設けられる支持部とを備え、前記スマートフォンの長辺方
向に対して垂直に使用者の人差し指または中指のうちのいずれか一本の指のみを挿入する
伸縮性を有する部材で形成された支持部材。
【請求項６】
　前記支持部材は、リング状または筒状の穴に人差し指または中指の指先が入る穴を有し
、その形状は立体的な装飾が施されている請求項５記載の支持部材。
【請求項７】
　前記支持部材は、弾性を備えて人差し指または中指の外周を固定する一方、前記スマー
トフォンを前記支持部材を下側にして置いたときに、スマートフォンの重量によっては完
全には弾性変形することなく前記スマートフォンの側面を親指と人差し指で把持できる把
持用空間が設けられる請求項５または６に記載の支持部材。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スマートフォンに装着して安定して支持することが出来、画面の隅々まで片
手で持つときには画面を操作する親指が届きやすくすることが出来る。また、スマートフ
ォンケース、若しくは本体に装着する支持部を使用してスマートフォンを操作する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話よりもスマートフォンが普及しているのが現状である。電話、メールと
いった通信手段としてだけでなく、ＳＮＳ、ゲームなどのアプリを利用している。
【０００３】
　従来の携帯電話を使用するときには片手で持ち、親指でボタンを操作していたが、スマ
ートフォンは片手で持って、それを持った手の親指で操作することが出にくい。また、電
車内でつり革を持ち、片手で操作するときに不安定で落としてしまう可能性がある。
【０００４】
　例えば、片手で安定して支持することが出来るスマートフォンケースとして提案されて
いる（特許文献１）。しかし、支持するための部材が大きいため、指一本で支持するため
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には不安定で、片手で画面を操作することは困難である。
【特許文献１】　特開２０１３－１７０５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって本発明は上記のような問題点を解決するためになされたものでスマートフォ
ンに装着して、安定して支持出来るように工夫をしたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　スマートフォンに装着可能なケース本体部と、該ケース本体部の背面の中央部分に、長
辺方向に対して垂直に指先挿入口を形成し得る、所定の弾性を備えたゴム材から形成され
た支持部とを備え、使用者の人差し指または中指のいずれかの指一本の指先だけを入れて
支持することにより、親指を使って画面上を簡単に操作が出来るようになる片手で操作可
能なスマートフォンケースである。
【０００７】
　前記支持部は所定の弾性を備えたゴム材から形成された伸縮性を有する部材からなり、
ケース本体と一体化されたものとする。
【０００８】
　前記支持部は、リング状または筒状の穴に人差し指または中指の指先が入る穴を有し、
その形状は立体的に様々な形で無数に作ることが出来る。
【０００９】
　本体に脱着可能な支持部、若しくは接着面を本体に直接接着し補助部材のみで形成され
る。また、前記支持部は、弾性を備えて人差し指または中指の外周を固定する一方、前記
スマートフォンを前記支持部を下側にして置いたときに、スマートフォンの重量によって
は完全には弾性変形することなく前記スマートフォンの側面を親指と人差し指で把持でき
る把持用空間が設けられることが好ましい。
【００１０】
　また、本発明の補助部材は、伸縮性を有する部材から形成されスマートフォンの背面に
取り付けられてスマートフォンの中央位置において、長辺方向に対して垂直に一本の指の
みを挿入可能な指先の挿入部と、前記スマートフォンの背面に接着される接着部とを備え
た補助部材である。
【００１１】
　前記支持部材は、リング状または筒状の穴に人差し指または中指の指先が入る穴を有し
、その形状は立体的に様々な形で無数に作ることが出来る。
　また、補助部材は、弾性を備えて人差し指または中指の外周を固定する一方、前記スマ
ートフォンを前記支持部を下側にして置いたときに、スマートフォンの重量によっては完
全には弾性変形することなく前記スマートフォンの側面を親指と人差し指で把持できる把
持用空間が設けられることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】　第１実施形態のスマートフォンケースである。（ａ）正面図、（ｂ）背面図、
（ｃ）側面図（僅かに斜視図）である。
【図２】　スマートフォンケースの使用時の形態を示す図である。（ａ）人差し指を支持
部に挿入したときの正面図、（ｂ）親指を画面上に置いたときの正面図、（ｃ）側面図、
（ｄ）背面図である。
【図３】　人差し指または中指を支持部に挿入して、スマートフォンケースを持ち、親指
で画面を操作する様子を示す図である。（ａ）親指が左下隅にある状態、（ｂ）親指が右
下隅にある状態、（ｃ）親指が左上隅にある状態、（ｄ）親指が右上隅にある状態をそれ
ぞれ示す。
【図４】　第２実施形態のスマートフォンケースである。（ａ）背面図、（ｂ）側面図を
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示す。
【図５】　第３及び第４実施形態の支持部材である。（ａ）第３実施形態の支持部材の背
面図、（ｂ）側面図、（ｃ）第４実施形態の支持部材の背面図、（ｄ）側面図をそれぞれ
示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明について、その好ましい実施形態に基づき図面を参照して説明する。
　＜第１実施形態＞
　次に、図１～図３を参照しつつ、本発明の第１実施形態について説明する。
　図１（ａ）は、本発明の第１実施形態に係るスマートフォンケース４を示す正面図であ
り、図１（ｂ）は、スマートフォンケース４を示す背面図であり、図１（ｃ）は、本実施
形態のスマートフォンケース４を示す右側面図である。
【００１４】
　本実施形態のスマートフォンケース４は、図１に示すように、スマートフォン６の背面
に対して装着（収納）するために、装着可能なケース本体部３と、スマートフォンケース
本体部３の背面に設けられた、使用時に指先挿入口を形成し得る支持部１とから構成され
る。スマートフォンケース４は、ケース本体部３と支持部１とが伸縮性のあるゴム材によ
って、一体に形成されている。ケース本体部３は、内部に収容されるスマートフォン６毎
に提供されるようになっており、スマートフォン６の外形と同等か、それよりも僅かに大
きく形成されている。
　またケース本体部３の背面には、スマートフォン６のカメラレンズ６Ａに対応する箇所
に長方形の開口部５が設けられている。
　支持部１は、ケース本体部３の背面の中央部分に、長辺方向（図１において上下方向）
に対して垂直に（図１において左右方向）に向かって指先挿入口７が開放されている。指
先挿入口７は、リング状または筒状の穴とされる。指先挿入口７には、スマートフォン６
の使用者の人差し指または中指のいずれかの指一本の指先だけを入れることにより、スマ
ートフォン６を支持できるようになっている。また、この状態では、スマートフォン６を
支持した片手の親指Ｐを使って、スマートフォン６の画面２上を簡単に操作が出来るよう
になっている。
【００１５】
　本スマートフォンケース４は、このような構成を備えることにより、スマートフォンに
装着して片手で支持し、片手の親指Ｐで画面２を操作することができる。
　指先挿入口７が、スマートフォンケース４の背面において、左右方向および上下方向の
中央にあるのは、画面２を操作する親指Ｐが上下左右均等に移動しやすくするためと、左
右のどちらの手でも使用出来るようにするためである。但し、上下方向については、機種
、使用者の好みに応じて上下のいずれかの方向にずらしても良い。
【００１６】
　また、図２の（ｃ）（ｄ）で示すように指先Ｈを支持部１に挿入する際に、伸縮性を有
するため、指先の太さの違う場合にも対応可能になる。そして、支持部１は伸縮性を有す
ることにより、指先Ｈに密着する。これにより、片手で安定して支持することが出来るよ
うになり、図３（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）のようにスマートフォンを操作する際に片手だ
けで親指Ｐが画面２の四方の隅々まで届くようになり、メールなどの文章の入力やゲーム
などの操作が、もう一方の手を使用しないで操作することが可能になる。なお、本実施形
態においては、支持部１を含むケース本体部はゴム材などの弾性体を用いているが、本発
明の機能を損なわない限り、特にこれに限定されるものではない。
【００１７】
　支持部１は指先挿入口７とした場合に指先の第一関節より先までしか入らない大きさで
あることが好ましい。こうすることにより、スマートフォン本体を支える部分が手指の部
分Ｈ、Ｎ、Ｋ、ｋ、だけでよくなり、親指Ｐを画面２の方に広く可動することが可能にな
る。
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【００１８】
＜第２実施形態＞
　次に、図４を参照しつつ、本発明の第２実施形態について説明する。なお、第１実施形
態と同様の作用を奏する構成については、符号にダッシュ（’）を付して、説明を省略す
る。第２実施形態のスマートフォンケース４’は、ケース本体部３’と支持部８とが弾性
を備えた同一材料によって、一体に形成されている。この材料は、スマートフォン６の重
量によっては完全には弾性変形することが無い程度の強度を備えている。
【００１９】
　図４の（ａ）（ｂ）で示す、ケース本体部３’の支持部８は、背面から見たときに立体
的な装飾、すなわち上向きのハート形状とされている。また、支持部８は、ケース本体部
４’の背面から一定の高さ（例えば、１ｃｍ～１．５ｃｍ程度の高さ）を備えて、突出さ
れている。指先挿入口９は、支持部８の中央下側付近において、左右方向に貫通するよう
に設けられている。
　このように構成された第２実施形態においても、第１実施形態と同様の作用及び効果を
奏する。
　また、本実施形態では、支持部８が背面から突設されており、所定の強度を持っている
ので、スマートフォン６をスマートフォンケース４’に装着した状態で、支持部８を下側
にして置いたときに、スマートフォン６の重量によっては完全には弾性変形することがな
く、スマートフォン６の側面を親指と人差し指で把持できる把持用空間が設けられるよう
になっている。
　また、支持部８は、立体的な装飾を備えているので、使用者（特に、若い女性）及びそ
の周囲の者に対して、好感を与えやすい。
　なお、挿入口９を有する支持部８の立体形状は、ハート型の他に、様々な形状で作製す
ることが出来る。
　ケース本体部４’を構成する材料は、スマートフォン６を使用する際に安定に支持でき
、且つ、スマートフォン６そのものの機能を損なわないものであり、弾力のあるものであ
れば、特に制限されることなく、種々のものを用いることができる。
【００２０】
＜第３及び第４実施形態＞
　次に、図５を参照しつつ、本発明の第３及び第４実施形態について説明する。これらの
実施形態は、スマートフォン６の背面に対して直接に、または従来のスマートフォンケー
ス（図示せず）に対して脱着可能な支持部材１０、１４である。支持部材１０，１４は、
スマートフォン６の本体の裏面側に脱着可能な接着面１０Ａ、１４Ａを備えた接着片１１
、１６と、この接着片１１、１６において接着面１０Ａ、１４Ａと反対側の面に設けられ
る支持部１２、１６とを備えている。支持部材１０、１４は、スマートフォン６の長辺方
向に対して垂直に使用者の人差し指または中指のうちのいずれか一本の指のみを挿入する
指先挿入口１３、１５を備えている。
　支持部材１０、１４は、伸縮性を有する部材（例えば、ゴム材）で一体に形成されてい
る。
　支持部材１０は、スマートフォン６の背面中央部分に接着するのが好ましいが、機種、
使用者の好みに応じて、上下左右のいずれかの方向にずらして使用することが出来る。
　また、支持部材１０のようにスマートフォン６の背面に、接着片１１の接着面１０Ａを
直接、接着させて使用することも出来る。
　支持部材１４は、支持部材１０と同じ効果を持つ。但し、この形状はこれに限るもので
はない。
　上記のように構成された第３、４実施形態によっても、第１及び第２実施形態と同様の
作用及び効果を奏する。
　また、本実施形態によれば、支持部材１０のみから構成されているので、各種のスマー
トフォン６またはスマートフォンケースに容易に脱着できる。
　このように、本実施形態によれば、スマートフォン６に装着して、安定して支持出来る
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スマートフォンケース、または支持部材を提供できた。

【図１】 【図２】
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